
人
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

実
技
指
導
終
了
後
に
、
在
宅
介
護
者

か
ら
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

在
宅
介
護
者
の
声

・
適
切
な
介
護
の
仕
方
や
方
法
が
分
か

ら
な
い
。

・
力
任
せ
に
介
助
を
す
る
た
め
、
足
や

腰
が
痛
い
。

・
う
ま
く
介
護
出
来
な
い
と
要
介
護
者

に
怒
ら
れ
る
。

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
の
手

続
き
が
分
か
ら
な
い
。

・
何
回
聞
い
て
も
た
め
に
な
る
の
で
講

演
会
な
ど
の
行
事
は
続
け
て
欲
し
い
。

・
週
に
１
回
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
気
が
楽
に

な
っ
た
。

実
際
に
、
家
族
介
護
者
教
室
に
参
加

し
て
み
て
、
在
宅
介
護
者
は
、
独
自
の

介
護
方
法
で
介
護
し
て
い
る
た
め
、
身

体
に
負
担
が
か
か
り
や
す
い
と
感
じ
ま

し
た
。

ま
た
、
在
宅
介
護
者
が
、
少
し
の
間

で
も
介
護
か
ら
離
れ
、
気
を
休
め
る
機

会
が
欲
し
い
と
感
じ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

アア
ンン
ケケ
ーー
トト

私
た
ち
は
、
数
カ
所
の
家
族
介
護
者

教
室
を
訪
れ
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
、

介
護
ス
ト
レ
ス
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
調
査
内
容
は
、

下
記
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
２０
項
目
の
中

か
ら
、
心
当
た
り
が
あ
る
と
思
う
も
の

を
選
ん
で
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

こ
の
項
目
は
「
が
ん
ば
ら
な
い
介
護

生
活
を
考
え
る
会
」
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
を
参
考
に
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
会

は
、
医
師
や
看
護
師
、
介
護
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
い
っ
た
高
齢
者
介
護
や
医
療
分

野
に
関
わ
る
専
門
家
で
構
成
さ
れ
る
全

国
的
な
会
で
、
広
い
視
野
で
の
情
報
提

供
や
介
護
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
協
力
な
ど
を

し
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
多
く
選
ば
れ

た
の
は
次
の
５
項
目
で
し
た
。

・
介
護
生
活
の
先
行
き
が
見
え
ず
不
安

に
な
る
。

・
介
護
は
主
に
自
分
１
人
で
や
っ
て
い

る
。

・
お
し
ゃ
れ
や
社
会
の
こ
と
に
関
心
が

な
く
な
っ
た
。

・
長
い
時
間
留
守
に
出
来
ず
、
遠
出
が

出
来
な
く
な
っ
た
。

・
介
護
は
自
分
が
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と

思
う
。

簡
単
な
チ
ェ
ッ
ク
で
す
か
ら
、
皆
さ

ん
も
や
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。当

て
は
ま
る
項
目
が
１１
個
以
上
あ
っ

た
と
い
う
か
た
は
、
介
護
を
自
分
１
人

で
抱
え
込
ん
で
、
大
変
な
思
い
を
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

介
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
１
つ
の

方
法
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
、

利
用
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。介介

護護
ササ
ーー
ビビ
スス

・
訪
問
介
護（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

が
家
庭
を
訪
問
し
、

は
い
せ
つ

食
事
、
入
浴
、
排
泄

の
介
助
や
日
常
生
活

の
手
助
け
を
行
い
ま
す
。

・
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
（
日
帰
り
介

護
施
設
）
な
ど
に
通

い
、
食
事
、
入
浴
の

４．友達付き合い
や趣味の時間が
取れなくなった。

８．おしゃれや社
会のことに関心
がなくなった。

１２．子供や配偶者
の世話が十分出
来なくなった。

１６．介護で自分の
人生が犠牲に
なっていると思
う。

２０．イライラし、
当たり散らすこ
とが多くなった
（やさしく出来
ない）。

３．家出や自殺を
考えたことがあ
る。

７．身体の負担が
少なくなるよう
な介護の方法を
知らない。

１１．夜中に起こさ
れるので慢性的
な睡眠不足に
なった。

１５．どこに相談に
行けば知りたい
情報が手に入る
のか、分からな
い。

１９．他人に家に入
られたくないの
で、家族で介護
したいと思う。

２．介護生活の先
行きが見えず不
安になる。

６．介護は主に自
分１人でやって
いる。

１０．介護する相手
とのコミュニ
ケーションがう
まくとれなく
なった。

１４．介護の悩みを
聞いてくれたり、
相談に乗ってく
れたりする人が
身近にいない。

１８．介護は自分が
頑張らなければ
と思う。

１．周囲が介護の
大変さを理解し
てくれない。

５．医者にかかっ
たり、薬を飲ん
だりするように
なった。

９．家族（配偶者・
兄弟・子供）が、
介護に協力して
くれない。

１３．疲れやすい、
肩や首が凝るな
ど、体の調子が
悪くなった。

１７．長い時間留守
に出来ず、遠出
が出来なくなっ
た。
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